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K A T A S H I N A

千明村長　初登庁
多くの村民と役場職員が出迎えるなか、第30代片品

村長となった千明金造氏が初登庁しました（11/14）
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款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

7 8 , 0 9 4
5 4 2 , 2 5 5
5 1 6 , 2 2 0
4 2 6 , 3 0 5

8 0
4 3 8 , 4 4 5
1 0 3 , 9 2 0
3 5 1 , 3 7 0
1 5 5 , 9 4 9
5 7 2 , 7 7 1

1 0 6
4 9 1 , 4 3 8
6 0 , 1 0 0
2 , 0 0 0

3 , 7 3 9 , 0 5 3

3 7 , 3 8 4
2 0 5 , 8 4 5
2 0 2 , 8 0 1
1 8 8 , 5 2 0

6 3
6 3 , 7 8 0
5 2 , 2 1 4
4 5 , 1 2 6
8 1 , 0 9 3
2 0 2 , 6 1 7

7
2 3 8 , 1 5 8
5 0 , 1 0 0

0
1 , 3 6 7 , 7 0 8

4 7 . 9
3 8 . 0
3 9 . 3
4 4 . 2
7 8 . 8
1 4 . 5
5 0 . 2
1 2 . 8
5 2 . 0
3 5 . 4
6 . 6
4 8 . 5
8 3 . 4
0 . 0
3 6 . 6

予　　算　　額 現 年 度 支 出 額 執　　行　　率

平成17年９月末現在の片品村の財政事情は、次表のとおりとなっております。
今後、皆様の行財政に関するご協力をお願いいたします。
なお、本掲載は「片品村財政事情書の作成及び公表に関する条例」に基づく掲載のため、速報数値であり、
監査等承認手続未了の数値であります。

歳入歳出予算の執行状況（17年４月～17年９月）

平成17年度の財政事情

一般会計
１　歳　入

２　歳　出

（単位:千円）

（単位:千円）

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

5 1 5 , 4 4 7
9 0 , 0 0 0
3 , 0 0 0
3 0 0
1 5 0

5 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0
3 , 0 0 0
7 , 0 0 0

1 , 6 5 0 , 8 4 3
1 , 6 0 0
6 9 , 2 3 3
2 4 , 7 9 7
1 2 2 , 4 9 6
4 0 9 , 1 8 3
3 , 4 1 1

1
1 9 5 , 2 5 8
1 1 9 , 2 2 6
1 6 7 , 1 0 8
2 6 7 , 0 0 0

3 , 7 3 9 , 0 5 3

3 3 6 , 3 8 1
3 3 , 8 2 5
1 , 1 3 1
3 3 8
0

3 0 , 5 4 4
1 4 , 0 5 0
1 , 3 9 4
6 , 7 0 5

1 , 2 4 0 , 7 2 5
1 , 0 5 0
2 6 , 2 3 7
9 , 7 8 4
2 2 , 1 6 5
8 , 3 5 5
5 , 6 7 2

0
1 1 , 0 0 0
1 1 9 , 2 2 6
6 , 4 5 6

0
1 , 8 7 5 , 0 3 8

6 5 . 3
3 7 . 6
3 7 . 7
1 1 2 . 7
0 . 0
6 1 . 1
3 5 . 1
4 6 . 5
9 5 . 8
7 5 . 2
6 5 . 6
3 7 . 9
3 9 . 5
1 8 . 1
2 . 0

1 6 6 . 3
0 . 0
5 . 6

1 0 0 . 0
3 . 9
0 . 0
5 0 . 1

予　　算　　額 現 年 度 収 入 額 執　　行　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
合 計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費
合 計

（平成17年９月末現在）

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し

上
げ
ま
す
。

片
品
村
の
自
主
自
立
の
村
づ
く
り

に
向
け
て
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努

力
を
さ
れ
て
い
た
故
賢
二
村
長
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
遺
族
の

方
々
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
村
に
と
っ

て
計
り
知
れ
な
い
悲
し
い
出
来
事
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
実
施

さ
れ
た
片
品
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

支
援
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
陰
様
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
第
三
〇
代
片
品
村
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

就
任
翌
日
か
ら
、
小
寺
知
事
を
始

め
、
村
内
外
関
係
者
の
皆
様
に
就
任

の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ど
の
方
々
か
ら
も
前
村
長
の
お
人
柄

を
偲
ぶ
お
話
や
、
温
か
い
激
励
の
お

言
葉
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
前
村
長
の
生
前
の
ご
功
績
の

賜
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。

村
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山

積
す
る
諸
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
善

の
方
向
と
な
る
よ
う
、
職
員
と
一
丸

に
な
り
、
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
自
立
し
た
村
を
築
く
た
め
に

は
、
財
政
の
健
全
化
が
不
可
欠
で
あ

り
、
行
財
政
改
革
を
更
に
強
力
に
押

し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま

す
。
皆
様
方
の
お
力
を
借
り
、
村
民

と
共
に
進
め
る
新
し
い
村
づ
く
り
を

確
立
い
た
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
、

豊
富
な
資
源
、
既
存
の
施
設
、
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
人
材
を
最
大
限
活
か

し
た
村
づ
く
り
を
皆
様
と
共
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

村
民
皆
様
の
一
層
の
ご
繁
栄
と
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
で
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
致
し
ま
し
て
村
長
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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で
六
年
間
交
通
指
導
員
を
、
平
成
十

一
年
か
ら
十
四
年
ま
で
三
年
間
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
等
経
験
さ
れ
村

政
を
は
じ
め
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
数
多
く
の

実
績
や
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

十
二
月
三
日
梅
田
屋
旅
館
に
お
い

て
、
群
馬
県
高
木
副
知
事
か
ら
、
奥

様
の
由
紀
枝
さ
ん
に
受
賞
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第30代片品村長

千 明 金 造
（針山）

片
品
村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

仏前で行われた伝達式

九
月
二
十
三
日
付
に
お
い
て
、
前

片
品
村
長
の
故
星
野
賢
二
さ
ん
が
死

亡
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
章
は
生
前
に
お
け

る
行
政
や
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

生
前
の
星
野
賢
二
さ
ん
は
昭
和
六

十
二
年
に
村
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
て
、
平
成
十
一
年
ま
で
の
十
二
年

間
、
議
員
と
し
て
又
、
平
成
十
五
年

十
一
月
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
ま
で

村
長
と
し
て
広
く
住
民
の
信
望
を
得

て
村
民
参
加
の
む
ら
づ
く
り
の
た
め

ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
間
、
村
議
会
議
長
を
約

一
年
七
ヶ
月
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
五
年
か
ら
昭
和
六
十
一
年
ま

故
星
野
賢
二
さ
ん

(

前
片
品
村
長)

旭
日
単
光
章
を
受
章

鎌
田
に
お
住
ま
い
の
自
然
公
園
指
導

員
塩
田
政
一
さ
ん
が
授
章
し
ま
し
た
。

な
お
、
伝
達
式
は
十
一
月
十
六
日
、

環
境
省
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
、
小

池
百
合
子
環
境
大
臣
か
ら
褒
章
の

記
、
褒
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
皇
居
宮
殿
「
豊
名
殿
」
に
お

い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

塩
田
さ
ん
が
授
章
し
た
の
は
藍
綬

褒
章
で
、
こ
の
褒
章
は
、
公
衆
の
利

益
を
興
し
た
方
や
公
同
の
事
務
に
尽

力
さ
れ
た
方
に
賜
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。塩

田
さ
ん
は
昭
和
五
十
三
年
に
自

然
公
園
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

現
在
ま
で
の
二
十
七
年
間
、
旅
館
業

や
山
岳
ガ
イ
ド
業
を
す
る
傍
ら
、
日

光
白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
復
元

に
尽
力
す
る
と
共
に
、
そ
の
豊
富
な

経
験
を
生
か
し
尾
瀬
高
等
学
校
の
生

徒
に
自
然
の
保
護
、
復
元
に
つ
い
て

指
導
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
尾
瀬

や
日
光
白
根
山
に
お
い
て
自
然
保
護

思
想
の
普
及
啓
発
、
美
化
清
掃
な
ど

の
活
動
を
率
先
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
他
に
も
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊
員
と
し
て

登
山
者
の
安
全
確
保
と
事
故
防
止
、

救
助
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
多
年
に
わ
た
る
活
動
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
授
章
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

平
成
十
七
年
十
一
月
三
日
付
け
で

秋
の
褒
章
が
政
府
よ
り
発
令
さ
れ
、

塩田政一さん

塩
田
政
一
さ
ん(

鎌
田)

「
藍
綬
褒
章
」
を
授
章

さん
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区　　　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

地方債及び一時借入金の状況

３　出資による権利

４　基　金

区　　　　　　　分
3 , 3 3 7 , 0 2 9

0
3 , 3 3 7 , 0 2 9

前 期 末 現 在 高
△ 6 8 , 5 4 2

0
△ 6 8 , 5 4 2

今 期 増 減 高
3 , 2 6 8 , 4 8 7

0
3 , 2 6 8 , 4 8 7

今 期 末 現 在 高

区　　分
現　　金 296,425 千円 123,811 千円 420,236 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分

現　　金

土　　地

計

380,713 千円

82,237 千円

462,950 千円

100 千円

0 千円

100 千円

380,813 千円

82,237 千円

463,050 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 593 千円 4,347 千円 4,940 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 11,360 千円 △11,000 千円 360 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 782 千円 0 千円 782 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 100,000 千円 0 千円 100,000 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（１）財政調整基金 （２）土地開発基金

（３）奨学基金

（４）地域づくり特別事業基金

（５）減債基金

（６）福祉基金

（単位:千円）

（単位:千円）
（平成17年９月末現在）

区　　分
現　　金 10,178 千円 0 千円 10,178 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（７）ふるさと農村活性化基金

農 業 信 用 基 金 協 会
信 用 保 証 協 会 出 え ん 金
片 品 村 森 林 組 合
群 馬 県 造 林 公 社
群 馬 県 椎 茸 農 協
群 馬 県 木 炭 協 会
群馬県青果物生産出荷安定基金
群 馬 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会
群 馬 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金
群 馬 県 ス ポ － ツ 振 興 事 業 団
武 尊 山 観 光 開 発 株 式 会 社
尾 瀬 高 原 リ ゾ － ト 株 式 会 社
群 馬 県 健 康 づ く り 財 団
ぐ ん ま 腎 臓 バ ン ク
ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金
群 馬 県 長 寿 社 会 づ く り 財 団
� 群 馬 県 工 業 技 術 振 興 基 金
� 群 馬 県 養 蚕 振 興 基 金
群 馬 県 消 防 協 会
� 尾 瀬 保 護 財 団
� 群 馬 県 畜 産 協 会
片 品 村 振 興 公 社 株 式 会 社
合 計

（平成17年９月末現在）

地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

1 , 8 9 0
5 , 0 0 0
2 , 0 0 0
1 0 0
1
4 3
3 0
1 6 7
7 1 8
3 0 5

1 9 , 7 0 0
5 , 0 0 0

2 1
7 6

7 4 , 2 2 5
2 0 3
3 8
2 6 1
7 8 1

1 5 , 0 0 0
1 5 0

8 , 5 0 0
1 3 4 , 2 0 9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 5 , 0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 5 , 0 0 0

1 , 8 9 0
5 , 0 0 0
2 , 0 0 0
1 0 0
1
4 3
3 0
1 6 7
7 1 8
3 0 5

1 9 , 7 0 0
0
2 1
7 6

7 4 , 2 2 5
2 0 3
3 8
2 6 1
7 8 1

1 5 , 0 0 0
1 5 0

8 , 5 0 0
1 2 9 , 2 0 9
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会　　　計　　　名

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
介 護 保 険

歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出
予　　算　　額 現 年 度 収 支 額

執　行　率

区　　　　　分

7 , 9 9 9
1 , 1 4 2
2 8 , 2 7 1
8 8 , 6 0 0
1 , 9 7 8
5 0 , 1 7 0
7 4 , 1 0 5

3 , 9 9 5 , 9 0 7
4 4 5 , 0 2 7
6 4 7 , 4 6 1

5 , 3 4 0 , 6 6 0

0
0
0
0
0
0
0

1,755
0

11,884
13,639

7 , 9 9 9
1 , 1 4 2
2 8 , 2 7 1
8 8 , 6 0 0
1 , 9 7 8
5 0 , 1 7 0
7 4 , 1 0 5

3 , 9 9 7 , 6 6 2
4 4 5 , 0 2 7
6 5 9 , 3 4 5

5 , 3 5 4 , 2 9 9

1,998
499

21,719
20,667
1,652

0
9,134

0
0
0

55,669

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1,998
499

21,719
20,667
1,652

0
9,134

0
0
0

55,669

前　期　末
現　在　高

今　期
増減高

今　期　末
現　在　高

前期末
現在高

今　期
増減高

今期末
現在高

土　　　地（地積）

本 庁 舎

山 林
原 野
そ の 他
合 計

その他
の行政
機　関

公共用
財　産

建　　物（延面積）

会　計　名

観光施設事業

項　　　目 予　算　額 現 年 度 収 支 額 執　行　率

村有財産の保有状況

特別会計

区　　　　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

１ 土地及び建物

（単位:千円）

（単位:㎡）

（単位:台）

（平成17年９月末現在）

２ 物　品

警察（消防）施設
そ の 他 施 設
学 校
公 営 住 宅
公 園
そ の 他 の 施 設

乗 用 車
小 型 貨 物 、 バ ン
バ ス 、 マ イ ク ロ
軽 四 輪 乗 用 貨 物
消 防 車
小 型 ダ ン プ
ブ ル ト ー ザ ー
身 障 者 用 特 殊 車 両
合 計

6 6 9 , 8 0 7
6 5 2 , 2 1 6
1 1 2 , 9 8 6
1 1 1 , 5 2 8
1 8 8 , 6 2 0
2 8 8 , 7 0 0

6 6 9 , 8 0 7
6 5 2 , 2 1 6
1 1 2 , 9 8 6
1 1 1 , 5 2 8
1 8 8 , 6 2 0
2 8 8 , 7 0 0

2 7 8 , 4 2 8
3 0 6 , 9 0 4
3 2 , 5 5 2
1 7 , 3 4 4
4 , 2 3 5

1 2 6 , 1 1 0

3 0 7 , 8 7 1
3 0 0 , 8 6 1
4 3 , 1 7 6
1 5 , 5 9 2
4 4 , 6 5 8
1 1 5 , 1 7 9

4 6 . 0
4 6 . 1
3 8 . 2
1 4 . 0
2 3 . 7
3 9 . 9

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

4 3 9 , 1 0 2
4 3 6 , 1 5 4

0
7 6 , 2 4 7

8 9 , 2 9 0
7 4 , 4 6 1

0
2 9 , 4 0 8

2 0 . 3
1 7 . 1
0 . 0
3 8 . 6

2 3
1 0
3
1 0
3 0
1
8
3
8 8

△ 1
0
0
0
0
0
0
0

△ 1

2 2
1 0
3
1 0
3 0
1
8
3
8 7
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十
一
月
一
八
日
（
金
）
〜
二
十
日

（
日
）
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
に
於
い

片
品
村
と
ふ
れ
あ
い
協
定
を
結
ん

で
い
る
埼
玉
県
蕨
市
で
、
十
一
月
三

日
開
催
さ
れ
た
宿
場
ま
つ
り
に
片
品

村
も
参
加
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

宿
場
ま
つ
り
は
、
中
仙
道
の
蕨
宿

の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
蕨
市
を
代
表

す
る
祭
で
す
。
祭
当
日
は
、
村
と
観

光
協
会
の
職
員
が
、
祭
を
楽
し
み
に

訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
に
、
村
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
す
る
だ
け

で
な
く
特
産
品
も
販
売
し
、
片
品
村

の
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

て
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、（
財
）
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
電
源
地
域
市
町

村
（
発
電
所
な
ど
が
所
在
す
る
市
町

村
）
で
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
特
産
品
な
ど
の
販
路

拡
大
を
支
援
し
、
電
源
地
域
の
振
興

と
そ
の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
電
力

消
費
地
（
主
に
首
都
圏
）
で
理
解
促

進
を
図
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
全
国
二
百
十
九
市
町

村
（
小
間
数
三
百
六
十
一
）
が
参
加

し
、
三
日
間
で
入
場
者
数
は
十
万
五

十
八
人
で
し
た
。

会
場
で
は
農
産
物
・
水
産
品
・
加

工
品
を
は
じ
め
郷
土
芸
能
・
体
験
工

房
・
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
全
国
の
「
ふ
る

さ
と
じ
ま
ん
」
が
集
合
し
、
展
示
や

即
売
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

片
品
村
か
ら
は
観
光
Ｐ
Ｒ
（
観
光

協
会
）
物
産
品
（
片
品
農
協
・
尾
瀬

ド
ー
フ
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

十
一
月
十
六
日
（
水
）
役
場
二
階

に
て
消
費
生
活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「

地
元
の
資
源
で
健
康
づ
く
り
・

環
境
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
も
ち
、
舞
茸
お
こ
わ
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
等
の
販
売
、
農
産
加
工
コ

ン
ク
ー
ル
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
試

食
、
減
塩
み
そ
汁
の
試
飲
、
体
力
測

定
、
健
康
相
談
等
が
行
わ
れ
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
各
団
体
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
十
六
回
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」

に
参
加
し
ま
し
た

蕨
市
宿
場
ま
つ
り
で

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル

十
一
月
十
二
日
に
、
埼
玉
県
上
尾

市
で
開
催
さ
れ
た
上
尾
ま
つ
り
に
品

村
が
参
加
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

ま
つ
り
会
場
は
、
市
の
農
業
共
進

会
や
工
業
フ
ェ
ア
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
と
即
売
コ
ー
ナ
ー
な

ど
催
し
物
い
っ
ぱ
い
で
、
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
お
祭
り
に
参
加
し
た
片

品
村
は
、
来
場
者
に
、
村
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
と
、
特
産
品
の
販

売
を
行
い
、
片
品
村
の
観
光
ピ
ー
ア

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
上
尾
ま
つ
り
で

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル

第
二
十
六
回

消
費
生
活
展
開
催

アメ横通り並みの人出

血圧をはかってもらう来場者

品物をしっかり確かめる来場者

十
一
月
十
六
日
（
水
）
役
場
二
階

に
お
い
て
不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
品
物
を

各
コ
ー
ナ
ー
別
に
仕
分
け
即
売
を
し

ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お

い
で
い
た
だ
き
＜
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。

不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
開
催

宿場まつり片品用テント
評判の良かったりんご

��������������������������������
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国
際
的
に
重
要
な
湿
地
の
保
全
を

目
的
と
す
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
第

９
回
締
約
国
会
議
が
ア
フ
リ
カ
・
ウ

ガ
ン
ダ
で
11
月
８
日
開
催
さ
れ
〝
尾

瀬
〞
が
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
今
回
20
カ
所
が
登
録
さ
れ

全
部
で
33
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
際
的
に
尾
瀬
の
名

前
が
知
ら
れ
、
更
に
尾
瀬
の
貴
重
な

自
然
を
保
全
し
つ
つ
、
環
境
学
習
を

は
じ
め
と
す
る
適
正
な
利
用
の
推
進

が
図
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
七

時
か
ら
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
、「
尾
瀬
の
郷
」
地

域
づ
く
り
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
交
流
会
は
、
村
内
の
地
域
づ

く
り
団
体
や
住
民
が
一
同
に
集
い
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
ぐ
ん

ま
文
化
観
光
社
・
片
品
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

最
初
に
、
十
団
体
が
日
頃
か
ら
実

践
し
て
い
る
活
動
内
容
等
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
、
そ
の
後
に
、
参
加
者 庁舎外壁に懸垂幕が垂らされた

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）
片
品
村

農
協
集
配
セ
ン
タ
ー
（
築
地
）
に
於

い
て
「
片
品
大
白
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
大
白
祭
実
行
委
員

会
（
主
催
）
が
、「
大
白
大
豆
で
村

起
し
」
と
「
片
品
村
の
食
文
化
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
村
内
外
、
合
わ
せ
て

二
十
三
団
体
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
・
だ
ん

べ
え
踊
り
（
前
橋
市
）
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
な
ど
が
出
演
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
農
産
物
・
加
工
品
な
ど
片

品
村
を
代
表
す
る
産
品
が
集
合
し
、

展
示
即
売
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

「
尾
瀬
」が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
登
録
さ
れ
ま
し
た

片
品
村
長
選
挙
の
結
果

村
長
室
専
用
フ
ァ
ッ

ク
ス
並
び
に
メ
ー
ル

を
開
設
し
ま
し
た

「
尾
瀬
の
郷
」地
域
づ
く
り
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
四
回
「
片
品
大
白
祭
」

か
ら
質
問
や
意
見
・
感
想
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
の
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。参

加
者
は
、
約
四
十
名
ほ
ど
で
し

た
が
、
尾
瀬
高
校
・
片
品
中
学
校
の

先
生
や
生
徒
も
参
加
し
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
の
活
動
内
容
を
知
る
こ
と

が
で
き
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
言
う

方
が
大
勢
い
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

む
ら
づ
く
り
百
年
の
会
、
エ
ン
ジ

ョ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
片
品
、
越
本
二

十
一
世
紀
委
員
会
、
武
尊
観
光
開
発

協
会
、
菅
沼
花
委
員
会
、
尾
瀬
三
ヶ

峰
高
原
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
楽
舎
、

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

十
二
社
中
。

※
今
回
は
、
群
馬
県
地
域
づ
く
り
協

議
会
に
加
入
し
て
い
る
、
村
内
の
地

域
づ
く
り
団
体
に
参
加
を
依
頼
し
ま

し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

各団体発表の様子

年を重ねるごとに増える出店

村
民
の
意
見
を
お
聞
か
せ
頂
き
、

村
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
た

く
村
長
宛
直
通
フ
ァ
ッ
ク
ス
並
び
に

メ
ー
ル
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

普
段
生
活
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と

や
役
場
に
対
し
て
の
提
案
な
ど
、
皆

様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

メール用のパソコンとファックス（右）

前
村
長
星
野
賢
二
氏
の
死
去
に
伴

う
片
品
村
長
選
挙
は
、
十
一
月
十
三

日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
千
明
金
造
氏
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
投
票
総
数
　
　
四
、
二
四
六
票

（
内
訳
）
男
　
二
、
〇
二
九
票

女
　
二
、
二
一
七
票

二
、
投
票
率
　
　
　
九
二
・
〇
八
％

（
内
訳
）
男
　
九
一
・
〇
六
％

女
　
九
三
・
〇
三
％

三
、
候
補
者
別
得
票
数

千
明
金
造
　
　
二
、
一
九
二
票

星
野
　
旭
　
　
二
、
〇
〇
三
票

四
、
有
効
投
票
数
　
四
、
一
九
五
票

五
、
無
効
投
票
数
　
　
　
　
五
一
票

な
お
、
ご
意
見
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
も
、
ご
返
事

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
る
際
に

は
氏
名
・
住
所
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

及
び
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
非
通
知
で
の
送
信
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
も
同
様
に
お
願
い
し
ま

す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
　
０
２
７
８
（
58
）

３
３
５
４

e-M
ail:m
ayor@

vill.katashina.gunm
a.jp

e-M
ail:soum

u@
vill.katashina.gunm

a.jp
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10
月
28
日
県
民
の
日
、
群
馬
県
立

敷
島
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

第
34
回
群
馬
県
小
学
校
陸
上
教
室
記

録
会
１
０
０
ｍ
男
子
６
年
に
出
場
し

た
横
坂
隆
弥
君
（
片
小
）
が
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
郡
市
の
予
選
を
通
過

し
た
５
・
６
年
生
、
１
５
２
２
名
の

選
手
が
男
女
16
種
目
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
片
小
12

名
、
北
小
６
名
、
南
小
２
名
が
参
加

し
、
１
０
０
ｍ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
、

走
高
跳
、
走
幅
跳
、
８
０
０
ｍ
、

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

横
坂
君
は
12
組
１
０
０
選
手
の
11

組
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
12
秒
95
の
タ

イ
ム
で
１
位
と
な
り
、
最
終
組
の
結

果
を
待
ち
ま
し
た
。
最
終
組
１
位
が

13
秒
01
で
ゴ
ー
ル
し
横
坂
君
の
優
勝

が
決
定
し
ま
し
た
。
春
の
県
大
会
は

８
位
で
、
正
に
快
挙
達
成
で
す
。
片

品
か
ら
の
優
勝
者
は
34
回
の
大
会
の

中
で
初
と
な
り
ま
す
。
横
坂
君
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

横
坂
隆
弥
君
見
事

県
１
０
０
ｍ
走
で
優
勝

11
月
５
日
片
品
中
学
校
に
お
い

て
、『
片
中
文
化
の
日
』
が
開
催
さ

れ
、
午
前
は
地
域
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
て
生
徒
が
弟
子
入
り
を
す
る

『
弟
子
入
り
』、
午
後
は
『
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
『
弟
子
入
り
』
に
は
、
18

講
座
に
36
名
の
講
師
を
お
迎
え
し
て

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
文
化
を
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
開
設
さ
れ

た
講
座
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
弓

道
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
、
茶
道
、
そ
ば
打
ち
、
写
真
、

囲
碁
、
将
棋
、
焼
き
物
（
陶
芸
）、

華
道
、
手
芸
、
書
道
、
昔
の
遊
び
、

俳
句
、
切
り
絵
、
わ
ら
細
工
、
油
絵

で
す
。
約
２
時
間
30
分
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
講

師
の
方
々
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
下
、

生
徒
た
ち
も
一
生
懸
命
文
化
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
生
け
花
や
油
絵
な
ど

の
作
品
は
、
午
後
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
会
場
の
体
育
館
に
展
示
さ
れ
、
来

校
者
も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
『
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
』
に

は
、
１
５
０
名
を
超
え
る
地
域
や
保

護
者
の
方
々
等
参
観
者
が
見
守
る

中
、
生
徒
た
ち
は
全
体
合
唱
、
３
年

生
が
出
場
す
る
郡
音
楽
祭
の
合
唱
、

そ
し
て
、
昼
休
み
や
放
課
後
な
ど
時

間
を
見
つ
け
て
各
学
級
で
練
習
し
て

き
た
課
題
曲
「
か
た
し
な
」、
各
学

級
ご
と
の
自
由
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。
３
年
２
組
が
金
賞
に
輝
き
ま
し

た
が
、
各
学
級
と
も
甲
乙
つ
け
が
た

い
発
表
で
し
た
。「
年
々
合
唱
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
」「
今
年
も

楽
し
み
に
来
た
が
、
来
年
も
来
た
い
」

な
ど
、
参
観
者
の
声
が
示
す
よ
う
に
、

生
徒
た
ち
は
『Song

for
you

心
に

響
け
僕
ら
の
歌
声
　
起
こ
せ
　
感
動

の
嵐
』
の
テ
ー
マ
の
下
、
精
一
杯
合

唱
で
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
講
師
や
生
徒
た
ち
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
豚
汁
が
出
さ
れ
、
地
域
や

保
護
者
の
方
々
と
学
校
と
一
体
と
な

っ
た
『
片
中
文
化
の
日
』
で
し
た
。

11
月
５
日

片
中
文
化
の
日

笑顔の横坂くん

第
26
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
会
が
十
一
月
二
十
三
日

（
水
）
蕨
市
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
片
品
村
か
ら
は
十
二
名
の
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

団
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
に

参
加
し
、
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
（
川
口

市
立
科
学
館
）
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
リ
レ
ー
種

目
で
は
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
蕨

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
交
流
を
深

め
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

交
流
会
に
参
加
の
団
員
、
関
係
者

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
会

川口市科学館前で

十
一
月
二
十
日
（
日
）
片
中
体
育

館
に
お
い
て
、
第
四
十
三
回
婦
人
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
婦
人
会
員
の
体
力
の
増

進
と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
二
十
四
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

○
優
　
勝
…
一
支
部
Ｆ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
五
支
部
Ｅ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
五
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
六
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

敗
者
復
活
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
　
勝
…
五
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
六
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
三
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
三
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早
く
か

ら
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

秋
季
婦
人
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

優勝した１支部Ｆチーム

合唱コンクール
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

第
一
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い
片

品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
村
内
外
か
ら
多
数
の

作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
、

一
部
・
・
・
百
六
十
八
作
品

二
部
・
・
・
五
作
品

合
計
・
・
・
百
七
十
三
作
品
で
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
役
場
二

階
農
林
研
修
室
に
お
い
て
、
写
真
家

「
新
井
幸
人
」
氏
を
招
き
、
審
査
会

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

各区に配布された集会用テント

審査会後、文化センターロビーで写真展が開催された

片
品
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平
成

十
七
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
村
内
各
地
区
に
集
会

用
テ
ン
ト
用
具
等
（
文
化
学
習
活
動

用
品
の
整
備
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
た
め

に
、
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

が
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

各
地
区
の
行
事
に
積
極
的
に
活
用

さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
の
向
上
や
、

自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
交
付
に

よ
り
各
地
区
に
集
会
用
テ
ン
ト

用
具
等
を
購
入
し
ま
し
た

こ
の
た
び
、
片
品
村
第
三
区
で
は
、

平
成
十
七
年
度
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
支
援
事
業
の
助
成
を
受

け
第
三
区
に
展
示
用
パ
ネ
ル
用
具
一

式
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
群
馬
県
市
町

村
振
興
協
会
の
行
っ
て
い
る
事
業

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行

う
た
め
に
、「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
の
収
益
金
等
を
財
源
と
し
、

助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

第
三
区
の
行
事
に
積
極
的
に
活
用

さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
の
向
上
や
、

自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
甘
楽
郡

甘
楽
町
文
化
会
館
に
お
い
て
、
第
二

回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

群
馬
県
大
会
（
参
加
チ
ー
ム
は
高
校

生
以
下
十
五
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
を
含

む
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
小
中
学

生
十
一
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

た
新
曲
「
輝
星
（
き
せ
い
）」
を
発

表
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
三
位
内
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
と
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
各
チ
ー
ム
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
技
術
に
刺
激
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
２
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク

ー
ル
群
馬
県
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

５番目の演奏の尾瀬太鼓愛好会

氏　　名

野 口 敬 治

星 野 敏 行

川 西 栄 一

入 澤 一 郎

花 茂 喜 右

高 野 良 介

高 野 一 男

狩 野 正 春

武 井 良 美

春の雪

御神火祭

猿が走る

初冬のアヤメ平

夜の珍客

桜の花咲く

尾瀬の秋

秋のみせさき

湖面の秋

片品村長賞

片品村議長賞

〃

片品村農協長賞

片品村商工会長賞

片品村森林組合長賞

片品村観光協会長賞

片品村むらづくり観光課長賞

片品村景観審議会長賞

画　　題 受　　賞　　名

特選　20作品　　　入選　30作品

購入した展示用パネル

工業統計調査ご協力を
「工業統計調査」が平成17年12月31日現

在で全国一斉に実施されます。この調査は製
造業を営む事業所を対象に、１年間の生産活
動を伴う製造品の出荷額、原材料使用額など
を調査し、製造業の実態を明らかにすること
を目的としています。調査結果は各種行政施
策の重要な基礎資料として、また、小・中・
高等学校の教材など、広く利用されています。
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増え続ける医療費
大切に使いましょう

人口の高齢化や医療技術の進歩によ
り医療費が年々増え続けています。こ
のまま増え続けると医療費財政がパン
クしてしまいます。医療費財政が苦し
くなれば保険税や自己負担金の値上が
り等、お年寄りはもちろん若い世代の
人の生活にも大きく影響してきます。
生活水準が上がったことにより、病

気の種類も変わってきています。糖尿
病やガンなどの生活習慣病の増加が医
療費を押し上げています。
医療費を抑えるためには、病気にな

ってから考えるのではなく、病気にな
らないように日頃から生活に気をつけ
ましょう。健康で元気に長生きする為
に次のことに心がけましょう。
①食事は１日３回規則正しく取る
②食事はよくかんで食べる
③野菜や果物など食物繊維をとる
④たばこは吸わない
⑤新聞やテレビから情報を得る
⑥趣味を持ち気分転換をする
⑦家に閉じこもらないで外出をよくす
る

⑧就寝・起床時間が決まっている
⑨信頼できるかかりつけ医をもってい
る
健康で楽しい人生が送れるように、

一人ひとりが健康に心掛けましょう。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

�����������������
�

�
�

�
�

�
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�
�

�
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�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
�

�
�

�
�

�
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「
群
馬
の
元
気
の
源
は
片
品
村
か

ら
で
す
」。
十
一
月
二
十
二
日
、「
尾

瀬
の
郷
」
地
域
づ
く
り
交
流
会
が
ぐ

ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
の
主
催
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
折
、
県
の
地
域
創

造
課
よ
り
参
加
さ
れ
た
、
飯
塚
欣
彦

さ
ん
の
お
話
の
中
の
言
葉
で
す
。

平
成
十
五
年
、
県
の
地
域
興
し
の

新
し
い
事
業
と
し
て
、
ぐ
ん
ま
文
化

観
光
社
・
片
品
が
創
立
さ
れ
、
始
め

て
の
事
業
と
し
て
、
片
品
村
の
宝
さ

が
し
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

達
村
民
の
意
識
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、

新
し
い
宝
と
し
て
気
が
つ
い
た
り
、

発
見
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
の

事
業
の
呼
び
水
と
し
て
は
、
平
成
三

年
に
始
ま
っ
た
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

や
、
平
成
五
年
に
組
織
さ
れ
た
〝
エ

ン
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
片
品
〞
等

の
活
動
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
一
つ
の
契

機
と
な
っ
て
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
様
々
な
事
業
が
自
発
的
に
動

き
始
め
ま
し
た
。
現
在
活
発
な
活
動

を
し
て
い
る
十
一
の
団
体
が
そ
の
活

動
の
様
子
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
発
表

し
た
り
、
意
見
を
交
わ
し
た
り
し
よ

う
と
い
う
こ
の
交
流
会
。
各
会
そ
れ

ぞ
れ
に
充
実
し
た
発
表
、
今
、
若
い

人
が
新
し
い
村
づ
く
り
に
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
し
っ
か
り
と

活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
力

強
い
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
片
品
に

長
く
生
活
し
て
い
る
人
、
新
し
く
都

会
か
ら
移
っ
て
き
た
人
、
ど
の
人
も

皆
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
片

品
の
大
自
然
、
こ
の
故
郷
に
生
き
て

い
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。
こ

の
若
人
達
の
思
い
、
大
切
に
し
た
い
。

し
み
じ
み
そ
う
思
い
ま
す
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

第
三
区
の
小
さ
な
自
治
の
活
動
は

〝
人
づ
く
り
を
し
な
が
ら
自
然
と
共

生
し
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
る
〞

を
基
本
目
標
に
し
て
「
人
」
・
「
田

畑
」
・
「
自
然
」
・
「
経
済
」
・
「
共
同

体
」
の
六
つ
の
班
に
分
か
れ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
の
「
自
然
」
と

「
暮
ら
し
」
の
班
の
活
動
の
一
部
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。「
自
然
」
の
班

は
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
ま

ず
は
大
切
と
、
十
一
月
二
十
日
午
後

か
ら
宇
条
田
峠
周
辺
の
粗
大
ご
み
の

撤
去
を
行
っ
た
。「
予
想
し
て
い
た

以
上
の
ご
み
の
量
で
あ
っ
た
が
み
ん

な
が
気
持
ち
良
く
参
加
し
て
く
れ
、

道
路
や
川
沿
い
が
き
れ
い
に
な
っ
た

の
で
良
か
っ
た
。」
と
会
長
の
星
野

錦
作
さ
ん
は
話
し
て
い
た
。

（
花
咲
　
星
野
恵
美
子
）

２次災害を招くような粗大ごみ暮らしの班が改修した旧住民センター

交流会でインタビューを受ける尾瀬高生

図書室だよ
り�

ファンキーでとても素敵なおばあちゃ
んのお話です。
広島から佐賀の田舎に預けられた８才

の昭広。そこでは、ばあちゃんとのすご
い生活が待っていました！豊かすぎ、不
平不満の生活を改めて考えさせられま
す。人のあり方や、友情がつづられ、ど
んな時も楽しく生きる！パワフルな、が
ばい（すごい）ばあちゃんに大きな元気
をもらえます。

＊火～金曜日午後１時～５時開室
＊■はお休みです。

図書室カレンダー

『佐賀のがばいばあちゃん』
島田洋七　著

読んでみませんか
日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

１
１

第
三
区
小
さ
な
自
治

尾
瀬
の
郷

地
域
づ
く
り
交
流
会

尾
瀬
の
郷

地
域
づ
く
り
交
流
会

第
三
区
小
さ
な
自
治
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県
民
体
育
大
会

県
民
体
育
大
会
郡
予
選
会

平
成
十
五
年
度
ま
で
利
根
郡
民
体

育
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
か
ら
郡
体
育
協
会
の
各

部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
民
体
育
大
会
の

利
根
郡
予
選
会
と
し
て
各
競
技
ご
と

に
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り
、
本
年
も

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
郡
市
内
で
、

そ
れ
ぞ
れ
郡
の
予
選
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
十
一
月
六
日
、
十
三
日

に
は
郡
予
選
会
等
で
選
出
さ
れ
た
選

手
が
出
場
し
第
四
十
三
回
県
民
体
育

大
会
が
伊
勢
崎
市
を
は
じ
め
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

県
民
体
育
大
会
利
根
郡
予
選
会

優
　
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

（
県
民
体
育
大
会
出
場
）

準
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

テ
ニ
ス

第
三
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

剣
　
道

サ
ッ
カ
ー

※
陸
上
は
雨
天
の
た
め
中
止

県
民
体
育
大
会

優
　
勝

陸
上
男
子

30
歳
代
１
０
０
m

星
野
　
一
忠

準
優
勝

陸
上
男
子
４
０
０
m
リ
レ
ー

（
鏑
木
陽
介
、
入
澤
正
次
郎
、

星
野
一
忠
）

陸
上
女
子

30
歳
以
上
１
０
０
m

入
澤
　
純
子

第
三
位

陸
上
男
子

40
歳
代
１
０
０
m

入
澤
正
次
郎

十
一
月
六
日
（
日
）、
片
小
体
育

館
を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
小
学
生
、

中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
七
十
二
名
の

選
手
が
参
加
し
、
終
日
熱
戦
が
繰
り 県民体育大会に出場した

バレーボール女子

村
民
卓
球
大
会

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
小
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

宮
田
　
　
遼
（
南
小
）

準
優
勝

千
明
大
士
郎
（
武
小
）

第
三
位

飯
塚
　
　
将
（
武
小
）

〃

星
野
　
優
也
（
片
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
　
梢
（
北
小
）

準
優
勝

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
）

第
三
位

梅
澤
　
　
萌
（
北
小
）

〃

桑
原
み
ず
き
（
武
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

梅
澤
　
　
武

準
優
勝

狩
野
　
政
伸

第
三
位

神
嵜
　
　
嶺

★
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

星
野
　
夏
美

準
優
勝

吉
野
　
愛
美

第
三
位

三
浦
　
　
歩

〃

星
野
　
和
花

★
一
般
女
子
の
部

優
　
勝

千
明
　
和
子

片
品
や
る
や
る
探
検
隊

「
ど
ろ
だ
ん
ご
」

11
月
13
日

鎌
田
住
民
セ
ン
タ
ー
の
庭
で
「
光

る
ど
ろ
だ
ん
ご
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ぴ
か
ぴ
か
、
つ
る
つ
る
、
か
ち
か
ち

の
ど
ろ
だ
ん
ご
作
り
に
み
ん
な
熱
中

し
ま
し
た
。
な
ん
と
片
品
で
「
Ａ
ク

ラ
ス
、
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
ど
ろ
だ
ん

ご
」
が
で
き
た
の
で
す
。
お
っ
ち
ゃ

ん
は
「
超
Ａ
ク
ラ
ス
」
と
言
っ
て
ほ

め
た
た
え
て
い
ま
し
た
。
簡
単
に
で

る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
で
す
。
と

に
か
く
つ
る
つ
る
で
、
自
分
の
顔
が

ど
ろ
だ
ん
ご
に
映
る
ぐ
ら
い
ぴ
か
ぴ

か
で
、
で
こ
ぼ
こ
が
な
い
も
の
で
し

た
。お

め
で
と
う
Z
小
学
生
で
初
め
て

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

武
尊
根
子
ど
も
教
室

「
茶
道
教
室
」

11
月
24
日

片
品
に
住
む
茶
道
愛
好
者
を
指
導

者
に
迎
え
、
お
茶
の
飲
み
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
茶
道
は
、

思
い
や
り
の
心
、
無
の
心
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
普
段
体
験

で
き
な
い
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
お
茶
に
親
し
ん
で
い
ま
し

た
。
指
導
者
の
方
も
「
楽
し
い
時
間

が
過
ご
せ
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

片
品
子
ど
も
教
室

スピードのある試合が
多かった

どろだんごを作り終えて記念撮影

茶道教室の様子
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片
品
村
で
開
催
さ
れ
る
、
第
六
十

一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ

ー
競
技
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
、

候
補
選
手
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

で
す
。

・
成
年
男
子
Ａ

【
日
本
体
育
大
学
　
星
野
　
雄
一
】

今
回
の
尾
瀬
国
体
は
地
元
で
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に

温
か
い
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ

の
人
達
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
克
己
』
で
す
。

期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

【
片
品
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
萩
原
　
和
樹
】

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
地
元
国
体
を
盛
り
上
げ
、

そ
し
て
良
い
結
果
を
残
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

返
し
、
コ
ー
ス
を
体
に
覚
え
込
ま
せ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
出
す
尾
瀬
国

体
ま
で
あ
と
、
七
十
日
。
八
位
入
賞

を
目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。
地
元
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

・
少
年
男
子

【
尾
瀬
高
校
　
黒
岩
　
紳
哉
】

初
め
て
の
国
体
な
の
で
少
し
緊
張

し
ま
す
が
、
自
分
の
出
せ
る
力
を
全

て
出
し
て
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
尾
瀬
高
校
　
星
野
　
隆
一
】

地
元
で
開
催
さ
れ
る
国
体
な
の
で
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
全
部
出
し

【
京
都
産
業
大
学
　
萩
原
　
純
平
】

大
学
生
活
最
後
の
国
体
が
、
地
元

片
品
村
で
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
尾
瀬
国
体
で
は
、
入
賞

を
目
標
に
精
一
杯
滑
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

・
成
年
男
子
Ｃ

【
片
品
中
学
校
　
阿
部
　
明
麿
】

尾
瀬
国
体
に
向
け
て
、
三
年
計
画

で
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
春
か
ら
意
欲
的
に
走
り
込

み
、
体
力
面
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
水
芭
蕉

コ
ー
ス
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り

き
り
た
い
で
す
。
今
ま
で
や
っ
た
こ

と
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

・
少
年
女
子

【
沼
田
女
子
高
校
　
星
野
真
里
恵
】

地
元
片
品
村
で
行
わ
れ
る
尾
瀬
国

体
で
は
、
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

大
会
コ
ー
ス
で
あ
る
水
芭
蕉
コ
ー
ス

を
使
用
し
て
の
苦
し
い
合
宿
を
思
い

出
し
、
自
信
と
し
、
群
馬
県
の
代
表

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
レ
ー
ス
が

で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

【
沼
田
女
子
高
校
　
笠
原
　
千
裕
】

今
年
は
国
体
が
地
元
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
尾
瀬
国
体
で
の
目
標
は
、
入
賞

で
す
。
タ
イ
ム
は
、
去
年
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
十
八
分
前
半
だ
っ
た
の

で
、
十
七
分
前
半
で
走
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

【
沼
田
女
子
高
校
　
高
橋
　
理
紗
】

今
年
は
、
夏
に
十
分
な
練
習
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
冬
不
安
な
面
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
地
元
国
体
な

の
で
出
来
る
だ
け
頑
張
り
た
い
で
す
。

尾
瀬
国
体
開
催
ま
で
、
あ
と
七
〇

日
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
成
功

の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尾
瀬
国
体
候
補

選
手
紹
介
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☆成人式

☆子育連関係
・郡子ども会上毛かるた大会
（みなかみ町会場）

☆体育関係
・小学生スキー大会

☆学校関係
・冬季休業日（前期）
・小中学校始業式

◇片小
・校内書き初め大会
・ＰＴＡ役員会

◇北小
・書き初め大会
・スキー教室（低学年）
・スキー教室（高学年）

◇南小
・書き初め大会
・ＰＴＡ役員会

◇武小
・書き初め大会

◇片中
・県総体中学スキー大会
・地域ふれあい書き初め大会
・ＰＴＡ球技大会、ＰＴＡ合同役員
会

・学校１日公開参観日
・振替休業日
・実力テスト
・授業参観・ＰＴＡ総会・学年保護
者会

・３年３学期期末テスト

８日（日）

29日

下旬

～７日
10日

10日
11日

10日
19日・24日

24日

10日
24日

10日

15～17日
14日

14日
14日
16日
17日

27日
30日・31日

１月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
十
一
月
俳
句
会

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

落
葉
松
の
金
の
針
降
る
峠
越
ゆ

色
の
よ
き
も
み
じ
カ
メ
ラ
に
照
葉
峡

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

秒
針
と
ま
が
ふ
屋
根
打
つ
露
雫

立
冬
の
虹
や
尾
瀬
閉
ず
日
な
り
け
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

秋
風
や
石
蹴
り
な
が
ら
下
校
の
子

耳
掃
除
母
に
ね
だ
り
し
夜
長
か
な

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

し
ぐ
る
る
や
ひ
び
き
遠
の
く
救
急
車

秋
灯
下
夫
の
遺
品
の
眼
鏡
拭
く

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

新
月
に
添
い
て
暮
星
神
無
月

紅
葉
の
山
す
れ
す
れ
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

ど
れ
程
に
咲
い
て
も
寂
し
秋
桜

小
春
日
や
白
雲
に
問
う
明
日
の
こ
と

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

日
め
く
り
の
今
日
立
冬
の
空
晴
れ
し

照
紅
葉
め
で
つ
母
子
の
露
天
風
呂

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

錦
お
ば
惜
し
み
て
紅
葉
散
り
は
じ
む

散
り
始
じ
む
山
肌
見
え
し
秋
寂
し

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

水
輪
生
む
池
し
づ
か
な
り
柿
落
葉

上
り
来
て
落
葉
し
ぐ
れ
の
寄
居
山

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

茅
葺
の
廃
屋
に
ぎ
は
す
柿
の
秋

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
尾
瀬
に
荷
降
ろ
す
草

紅
葉

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

秋
霖
や
噴
煙
淡
き
浅
間
山

回
覧
板
回
す
畦
道
冬
の
朝

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
人

豊
作
の
話
に
安
心
元
百
姓

有
難
し
二
人
揃
う
て
慶
祝
状

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

晩
秋
や
温
く
も
る
木
ぎ
に
鳥
か
く
れ

も
み
じ
山
に
わ
か
時
雨
る
る
冬
隣

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

孫
連
れ
て
気
持
ち
良
き
道
菊
日
和

身
を
振
っ
て
落
葉
急
が
す
大
欅

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

菊
咲
く
や
妹
の
命
日
近
づ
き
ぬ

豆
刈
り
の
腰
を
の
ば
し
て
見
る
も
み
じ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

尾
瀬
原
湿
原
を
染
め
草
紅
葉

住
む
は
な
く
庭
に
一
株
式
部
の
実

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

村
長
選
残
り
紅
葉
と
終
り
け
り

霜
柱
わ
ざ
と
踏
み
ゆ
く
小
さ
き
足

Thanksgiving Day
On the fourth Thursday of every

November Americans celebrate Thanksgiving.  
Thanksgiving is a national holiday that
honors the act of expressing gratitude.
This occasion dates far back, but began in
America with the Pilgrims in the 1620s.
The Pilgrims were a group of English
colonists who traveled to the 'New World'.
Unprepared for the harsh conditions, the Pilgrims were saved by
local Native Americans who taught them how to survive.
Together they celebrated the Pilgrim's first harvest with a feast
of thanksgiving.  From this time on, Thanksgiving became an
American custom.  Today, Americans commemorate this holiday
with a lavish meal.  
Families and friends get together and eat traditional Thanksgiving
foods such as turkey, stuffing (a seasoned bread mixture),
pumpkin pie, cranberry sauce, ham, and sweet potatoes. 

Every year my father roasts two twenty-five pound
turkeys and a large ham while my aunty makes about ten
pumpkin pies.  I'm thankful for many things, including the great
food that lasts for days!  What are you thankful for?
感謝祭
アメリカでは毎年11月の第４木曜日が感謝祭です。文字どおり感謝の

気持ちを表す日であり、国民の祝日です。この行事の起源ははるか昔に
さかのぼります。1620年代のイギリスからの清教徒移民団によって始
められました。「新世界」への移民団です。当初の苛酷な条件の中で、
移民清教徒に生き抜く術を教えたのはアメリカの原住民でした。最初
の収穫を祝って一緒に感謝の宴を開きました。それ以来ずっと感謝祭は
アメリカで行なわれています。現在ではこの祝日を豪華な食事で祝いま
す。家族や友だちが一緒に集まり、感謝祭定番料理を食べます。七面鳥、
パンプキンパイ、クランベリーソース、ハム、スイートポテトなどです。
ハワイの私の家では毎年、父親が25ポンドの２羽の七面鳥と大きなハ

ムを焼き、私の叔母さんが10個程度のパンプキンパイをつくります。こ
れらのすばらしい食べ物も含めて、私はたくさんのことに感謝します。
あなたは何に感謝しますか？（とりあえず、今生きてあることかな。
to be ですね：訳者）
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地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
の
村
県
民
税
が
、
次

の
①
か
ら
④
の
と
お
り
に
変
わ
り
ま

す
。

平
成
十
八
年
度
の
課
税
か
ら
、
年
金

収
入
の
み
で
も
年
収
一
四
八
万
円

（
所
得
二
八
万
円
）
以
上
の
人
は
村

県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
前
年
所
得
一
二
五
万
円
以
下
の
人

の
非
課
税
措
置
の
廃
止

平
成
十
七
年
度
ま
で
は
、
六
十
五

歳
以
上
で
前
年
の
所
得
が
一
二
五
万

円
以
下
の
人
は
村
県
民
税
が
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
は
障
害
者
控
除
な
ど
の
対
象

者
を
除
き
課
税
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
十
五
年
一
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
、
課
税
さ
れ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
年
度
の
前
年
所
得
が
一
二
五

万
円
以
下
の
人
は
、
平
成
十
八
年
度

と
十
九
年
度
の
村
県
民
税
（
均
等
割
、

所
得
割
の
両
方
）
が
次
の
と
お
り
軽

減
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
18
年
度
＝
３
分
の
２
軽
減

（
３
分
の
１
課
税
）

○
平
成
19
年
度
＝
３
分
の
１
軽
減

（
３
分
の
２
課
税
）

②
老
年
者
控
除
の
廃
止

平
成
十
七
年
度
ま
で
は
、
六
十
五

歳
以
上
で
前
年
の
所
得
が
一
千
万
円

以
下
の
人
は
、
四
十
八
万
円
の
老
年

者
控
除
が
所
得
控
除
額
に
加
算
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
よ

り
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

③
公
的
年
金
控
除
の
改
正

平
成
十
七
年
一
月
一
日
以
降
に
受

け
取
ら
れ
て
い
る
個
性
年
金
や
国
民

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
か
ら
、
税
金

を
計
算
す
る
時
に
差
し
引
か
れ
る
公

的
年
金
控
除
が
別
表
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

④
定
率
減
税
額
の
引
き
下
げ

定
率
減
税
の
減
額
率
が
二
分
の

一
に
な
り
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
減
額
の
限

度
額
が
四
万
円
か
ら
二
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
定
率
減
税
の
改
正
は
老
年
者
に
限

ら
ず
、
課
税
さ
れ
る
全
て
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。）

※
②
③
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

分
の
所
得
税
に
お
い
て
も
同
内
容

（
②
の
額
は
異
な
る
）
の
改
正
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
住
民
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
（
五
八
）
二
一
一
六

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

と
き
は
す
み
や
か
に
届
け

出
を
し
ま
し
ょ
う

年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す

る
と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受
給

者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、「
年
金
受

給
権
者
死
亡
届
」
を
一
四
日
以
内

に
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払

い
に
な
り
、
遺
族
の
方
か
ら
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と

き
は
、
死
亡
当
時
に
受
給
者
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
た
遺
族
の
方

は
、
死
亡
届
と
一
緒
に
「
未
支
給

年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

・
「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み

を
提
出
す
る
場
合

①
死
亡
し
た
方
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類

・
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の

身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍

謄
本
等

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
住
民
票
謄

本
・
住
民
票
除
票
）

＊
こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

（
1
〇
二
七
九
―
二
二
―
一
六
一

一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
年
者
の
村
県
民
税

が
変
わ
り
ま
す

重
要
な
お
知
ら
せ

国有林モニター募集
国有林の管理経営に皆様の声を反映させて

いくため、意見や提言を伺ったり、アンケー
トにお答えいただく「平成18年度国有林モニ
ター」を募集します。
募集人員 70名（モニター依頼期間：平成18

年４月～平成19年３月まで）
募集期間 平成17年12月19日～平成18年１

月31日（当日消印有効）
募集資格 関東森林管理局管内居住の成人

（国会及び地方議会の議員、地方公
共団体の長、及び国家公務員を除く。
詳しくは下記「申込み方法等詳細」
のとおり。）

応募方法 郵便はがき又は封書にて
住所、氏名、年齢、職業等、及び
応募の理由等を記載のうえ、下記
宛送付して下さい。

申込み先 〒371－8508
群馬県前橋市岩神町4－16－25
関東森林管理局国有林モニター担
当者（企画調整室内）

「申込み方法等詳細」については
関東森林管理局ホームページ　
（http://www.kanto.kokuyurin.go.jp）
又は、
関東森林管理局　国有林モニター担当
（企画調整室　1027－210－1150）
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平
成
十
八
年
度
の
保
育
所
入
所
申

込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

十
二
月
十
日(

土)〜二
十
四
日(

土)

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
の

で
、
記
入
後
、
入
所
希
望
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
十
七
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

し
。(

後
日
、
提
出
し
て
下
さ
い
。)

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に
欠

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

安
全
･
確
実
･
有
利
な
中
退
共
制
度

を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

制
度
の
特
色
は

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き

▼
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
、

押
印
の
う
え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

群
馬
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
七
（
二
二
六
）
三
四
〇
四

け
る
と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の
児
童
。

②
平
成
十
七
年
度
か
ら
継
続
し
入
所

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

正
午

【
保
育
料
】

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得
税

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。(

年
齢
が

同
じ
で
も
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。)

〇
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
各

金
融
機
関
に
口
座
振
替
用
の
通
帳
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
取
扱
い
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※
保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児

童
の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両

親
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら

れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し
て

い
る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て

い
る
た
め
に
、
十
分
に
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
所
は
、
こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る

児
童
を
両
親
に
代
わ
っ
て
保
護
養
育

す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〇
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な
く
、

家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査
し
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に
不
備

が
な
い
の
を
確
認
し
て
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
の
保
育
料

を
払
っ
た
後
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
で
相
談
し
て

下
さ
い

水
道
事
業
は
、
民
間
の
会
社
と
同

じ
よ
う
に
「
独
立
採
算
」
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
を
作
る
た
め
の
費

用
は
、
一
般
行
政
の
よ
う
に
税
金
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
が
お
支
払
い
い
た

だ
く
水
道
料
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ご

家
庭
な
ど
の
水
道
設
備
は
個
人

の
財
産
で
あ
り
、
個
人
の
責
任
で
管

理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
た
と

え
漏
水
し
て
い
て
も
、
水
道
メ
ー
タ

ー
で
計
量
し
た
水
量
に
対
す
る
料
金

は
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
し
か
し
、
事
情
に
よ

っ
て
減
額
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
水
道

料
金
は
、
２
ヶ
月
ご
と
に
検
針
員
が

お
届
け
す
る
「
水
道
使
用
量
の
お
知

ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
と
水
道
の
使
い
方
は
変
わ
ら
な
い

の
に
、
前
回
の
検
針
に
比
べ
て
急
に

水
道
の
使
用
量
が
増
え
た
よ
う
な
と

き
に
は
、
漏
水
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
早
期
に
発
見
し
て
、
早
期
に
修

理
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
は
初
め
の

う
ち
は
わ
ず
か
で
も
日
ご
と
に
多
く

な
り
、
貴
重
な
水
を
無
駄
に
す
る
だ

け
で
な
く
料
金
も
高
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
漏
水
確
認
が

で
き
ま
す
。
水
道
を
使
っ
て
な
い
状

態
で
メ
ー
タ
ー
器
又
は
量
水
器
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
ま
わ
っ
て
い
れ
ば
メ
ー

タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
ど
こ
か
で
漏

水
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

漏
水
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
ら

「
片
品
村
指
定
業
者
」
に
修
理
を
ご

依
頼
下
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》
生
活
環
境
課

水
道
係
５
８
―
２
１
１
４

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
一
月

一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
所

得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日

（
還
付
申
告
は
一
月
一
日
）
か
ら
三

月
十
五
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ま
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と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

必
要
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な
ど
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に
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告
準
備
を
進
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し
ょ
う

保
育
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に
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お
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ら
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確
定
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の
ご
案
内

退
職
金
で
豊
か
な
生
活
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将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．12．７生）

小林英雄・五織さん（土出）のお子さん

命名

茉 央いくつかの候補の中か
ら、画数などを調べたり、
見てもらったりして一番良
かったので、色々な願いを
込めて付けました。

どんな環境にも耐えられ
る強さを持ち、自分の進む
べき道を見つけて進んでほ
しいです。
それから、いつも笑顔で
まわりを明るくする女性ら
しさを持った人になってほ
しいです。人に親切にする
優しい心をいつまでも持ち
続けてほしいと思います。

ま　 お

ちゃん（H16．12．20生）

千明要一・いずみさん（下平）のお子さん

楓
かえで

将来どんな人になってほしいですか

命名
できるだけ分かりや

すい字で、画数でみた
時にこの子の人生に一
番良い事がたくさん書
かれていた名前だった
ので決めました。

人や物、動物等、
色々なことに対して思
いやりを持った、そし
て芯が強く視野の広い
人間になってほしいで
す。
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広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

12月17日（土）内田病院
18日（日）国立沼田病院
23日（金）沼田脳神経外科
24日（土）沼田脳神経外科

12月25日（日）利根中央病院
12月31日（土）内田病院

１月１日（日）内田病院
１月２日（月）利根中央病院
１月３日（火）月夜野病院
１月７日（土）国立沼田病院
１月８日（日）沼田脳神経外科
１月14日（土）利根中央病院
１月15日（日）月夜野病院

◆休日の病院◆

16

国民健康保険税　第 ９ 期
村　県　民　税　第 ４ 期

納期は12月26日（月）です
★口座振替の方は事前に残高確認を！
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No.112
横 坂 彰 彦 さ

ん 針山（20才）

よこ さか あき　 ひこ

■父：新一　母：ふみ枝　
■職業は何ですか：役場国体事務局に４月から臨時職
員として勤務しています。初めてのことばかりで大
変ですが、尾瀬国体成功のため全力を尽くします。

■趣味は何ですか：BASEBALL GOLF
■片品をどう思いますか？また、どうしたいですか？
：一年を通じていろいろなイベントが楽しめる、エ
キサイティングな村だと思います。また、来年２月
に開催される尾瀬国体をきっかけに、片品村全体が
より活気づいてほしいです。

■好きな異性のタイプ：ストイックな人　姿勢がいい人
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